
 中央労働委員会では、集団的労使紛争、個別労働紛争に関する制度と、集団的労使紛争、個別

労働紛争の解決をサポートする機関である労働委員会について、労使関係者の認識を深めること

を目的としてセミナーを開催します。 

 基調講演では、職場におけるメンタル・ヘルスに関する法的問題について 、専門的な視点を

交えてお話しします。続いて、熊本県内の個別労働紛争解決制度を所管する機関によるパネル

ディスカッションを行い、労働委員会ほか県内の各機関の制度の特徴などをご紹介します。 

 企業の人事労務担当者や労働組合の役職員など、多くの皆さまのご参加をお待ちしています。 

       
平成27年10月６日（火）13:30～16:00 

 

熊本県庁 地下大会議室 
 （熊本県熊本市中央区水前寺６－1８－１） 

◉受講定員：約100名（事前申込制･先着順）  ◉受講料：無料 
    定員に達した場合は、その時点で受付を終了させていただきます。 

基調講演 

「職場におけるメンタル・ヘルスに関する法的問題」 
－ メンタル・ヘルス不調の予防と補償を中心に － 

       
講  師  

青野  覚 氏（中央労働委員会東日本地区調整委員長、明治大学法学部教授） 

 

パネルディスカッション 

テーマ：「労使紛争解決のための諸制度の活用」 
 
コーディネーター 

中内  哲 氏（元中央労働委員会西日本地区調整委員、熊本大学法学部教授） 
  
パネリスト 

原村 憲司 氏（熊本県労働委員会会長、弁護士） 
坂上  洋 氏（熊本労働局総務部企画室労働紛争調整官） 
高村 伸也 氏（熊本地方裁判所民事訟廷管理官） 

（主催）中央労働委員会  熊本県労働委員会  
 
（協賛）福岡県労働委員会 佐賀県労働委員会 長崎県労働委員会 大分県労働委員会 
          宮崎県労働委員会 鹿児島県労働委員会 沖縄県労働委員会 
（後援）熊本労働局 

日時 

会場 

労使関係セミナーのご案内 

 詳しくは中央労働委員会のホームページのお知らせ「労使関係セミナーの御案内」をご覧ください。       
 http://www.mhlw.go.jp/churoi/       検 索 

修正案 

「等」→「など」にし

ました。（一般的な
表記である、新聞
用字例に合わせ
てあります。） 

中労委 労使関係セミナー 



■申込方法 

申込みはFAXのみで受け付けます。 
  
下記の「受講申込書」に必要事項を記入して、 
送信してください。  

■その他 

当日は、この「受講申込書・受講票」をご持参ください。 

セミナーの受講申込み 

受 講 申 込 書 ・ 受 講 票  

 問い合わせ先 
  
 熊本県労働委員会事務局 審査調整課 
  

 〒862-8570  
熊本市中央区水前寺6-18-1 

 TEL 096-333-2753（担当：福嶋） 

◆セミナー当日は、本票により受付を行いますのでご持参ください。 
◆個人参加の方は、氏名、連絡先電話番号・ＦＡＸ番号のみで結構です。 
◆お申込みいただいた個人情報は、本セミナーに関して使用し、他の目的には一切使用しません。 

 九州地区（熊本）セミナー用 

熊本県労働委員会事務局 審査調整課 セミナー担当者宛 FAX : 096-384-1402 

企業・団体名 

連 絡 先 
 電話番号  ＦＡＸ番号 

      －    －        －    － 

受講者名 

所属・役職 氏    名 

 フリガナ 

NAVITIME 

基調講演講師・コーディネーター略歴 

青野 覚 氏（基調講演講師） 

 
中央労働委員会東日本地区調整委員長 
元埼玉労働局紛争調整委員会会長 
明治大学大学院法学研究科長、明治大学法学部教授 

中内 哲 氏（パネルディスカッション コーディネーター） 

 
元中央労働委員会西日本地区調整委員 
元福岡労働局福岡紛争調整委員会委員 
熊本大学法学部教授 

会場までのアクセス 
 
交通センターから  

  ▶バス 約30分 交通センターから乗車→「県庁前」下車→徒歩 

 JR熊本駅から 

  ▶JR豊肥線乗り換え  約20分 
 JR新水前寺駅下車→徒歩(約2分)→水前寺駅通り停留所から県庁方面行きバス乗車→「熊本県庁前」下車→徒歩 

  ▶路面電車 約30分 
健軍行きに乗車し「市立体育館前」停留所下車→徒歩（約10分） 

  ▶バス 約45分 

交通センター行き乗車→交通センターで乗り換え→「県庁前」下車→徒歩 

修正案 

地図を使わな
い場合のウラ
面の案 

「30分」など、２
桁以上の数字
は、半角で統
一しました。 

かたまりを意識
しやすいように、
行間の調整な
どを行いました。 


